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有限会社 難波支店 (カントリーファーム２１)

年間を通じて商品が販売可能となるよう、商品の年間平準化。

年間作業の平準化、今後の雇用につき、可能な限りタイムカード等で管理できるようにする。

水稲については作業受託の増加対応は可能だが、利用権設定は、公約支援・地主の多少の支援がなけれ

ば難しい。

農産物の加工については、今年度より研究室等を整備し取り組んでいる。

法人名 有限会社難波支店 (カントリーファーム２１)
代表者 宇 山 充 茂

所在地 〒699-1311 島根県雲南市木次町里方４８９－１
〒699-1312 島根県雲南市木次町山方１３３５－１

電 話 ０８５４－４２－０３６８ ０８５４－４２－００９７
設立 昭和25年（ｶﾝﾄﾘｰﾌｧｰﾑ21平成11年農業部門登記)

参入形態 直接参入
事業の種類 Ｈ１５ 企業参入促進モデル事業

資本金 １，０００万円
（関連会社） －
（業種） －

経営規模 水稲作業受託件数約１５０件 刈り取り ２０ｈａ 育苗・苗販売 約１０，０００箱
水稲、大豆、とうがらし、かき、いちじく、ぶどう、野菜販売

従業員等 専従２名 アルバイト・パート１０～２０名
年商 ２，０００～３，０００万円

昭和５８年頃から農業分野と福祉分野への参入を考えていた。しかし、福祉分野は資格取得がたいへんであ
ることがわかり断念した。一方、既に主力事業とは別にスポーツ用品販売を手がけていたが、諸般の事情に
より廃止することとなった。このことが直接のきっかけとなり、農業分野への参入を決意した。作業受託・利用
権設定をしなければ、すぐに農地が荒廃する。毎年「農地荒廃」と「事業継続」の背中合わせの喫緊の課題に
取り組んでいます。

平成２３年度より、米粉、大豆、とうがらし等の加工商品と米、野菜、果物とのセット周年販売を考えている。


